
                     
 

第 145号（平成 31年４月 23日）      
  

     信州の山岳遭難現場と全国の登山者をつなぐ  

                     の「山岳通信」 
この通信は長野県の山岳地域で発生した遭難事例をお伝えし、「安全登山」のための情

報提供をしています。（詳細は以下のとおり）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年中の山岳遭難発生状況（平成 31年１月１日～4月 14日） 

区分 発生件数 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 内）死傷者 

平成 31年 52 6 1 28 24 59 35 

平成 30年 34 8  20 18 46 28 

前年同期比 +18 -2 +1 +8 +6 +13 +7 

内）BC +8 ±0 ±0 +3 +9 +12 +3 

 

山域別発生状況 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

北アルプス 

槍穂高 1 1.9%     1   1 

後立山 20 38.5% 2   11 12 25 

その他 6 11.5%     5 1 6 

計 27 51.9% 2 0 17 13 32 

中央アルプス 7 13.5% 3 1 3   7 

南アルプス   0.0%         0 

八ヶ岳連峰 6 11.5%     4 2 6 

その他の山岳 12 23.1% 1   4 9 14 

計 52   6 1 28 24 59 

島崎 三歩 
特別隊員  

長野県警山岳安全対策課からのワンポイントアドバイス 

4月 2週は、4件の遭難が発生しました。9日に発生した大川入山における遭難は登山道上の残雪でスリ

ップしたものです。大川入山は 2000m 以下のいわゆる「里山」ですが、まだ山の中には所々雪が残ってい

ます。里山といえども軽アイゼン等を携行し、残雪の歩行に備えるようにしましょう。13 日に発生した小蓮

華山におけるバックカントリー遭難は滑走中に転倒し滑落したものですが、写真のとおり、現場一帯はデ

ブリ(雪崩の痕)帯となっています。デブリ帯は堅い雪の塊が堆積しており、速度が出た状態での滑走は非

常に危険です。斜面状況とメンバーの技量等を見極め、適切な判断と行動を心がけましょう。 

また、県内では 4 月に降雪があり、例年より多めの積雪となっていますので、アイゼン・ピッケル等の装備

を準備することはもとより、登山する山域の最新情報を確認するようにしてください。 



 
 

   態様別発生状況 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

転・滑落 25 48.1% 4   21   25 

転倒 4 7.7% 1   3   4 

病気 1 1.9%       1 1 

道迷い 11 21.2%       17 17 

落石   0.0%         0 

雪崩 3 5.8% 1   2   3 

落雷   0.0%         0 

疲労凍死傷   0.0%         0 

不明・他 8 15.4%   1 2 6 9 

計 52   6 1 28 24 59 

 

 

男女別・年齢別比率 

区分 

男性 (人) 女性 (人) 男女計 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

人

数 
比率 

19歳以下       1 1 

20 

39.2％ 

      1 1 

3 

37.5％ 

2 

23人 

39.0％ 
20代 2     7 9         0 9 

30代     7 3 10     2   2 12 

40代 2   9 5 16 23 

45.1％ 

1     2 3 4 

50.0％ 

19 27人 

45.8％ 50代     5 2 7 1       1 8 

60代     3 2 5 8 

15.7％ 

    1   1 1 

12.5％ 

6 9人 

15.3％ 70以上   1 1 1 3         0 3 

計 4 1 25 21 51   2 0 3 3 8   59   

比率 86.4% 13.6%   

 

 

 



日付 場所 
年

齢 

性

別 
態様 死傷別 概要 

4月 3日 毛無山 37 男 その他 負傷 単独でバックカントリー中、何らかの

原因により負傷 

4月 9日 下伊那郡阿智村 

大川入山 

74 男 転倒 負傷 単独で下山中、残雪で足を滑らせ転

倒、負傷 

 

4月 12日 横手山 54 男 道迷い 

無事救出 

スキー場コース外を滑走し、道に迷

い行動不能 

4月 13日 北アルプス 

小蓮華山 

62 男 滑落 負傷 バックカントリー滑走中に、滑落、負

傷 

 

4月 14日 中央アルプス 

木曽駒ケ岳 

70 男 不明 行方不明 単独で木曽駒ケ岳方面へ登山に向

かったまま行方不明となったもの。 

 内容は長野県警察本部の発表時点のものです。 

 

 ＝発行：長野県山岳遭難防止対策協会＝ 

＊本通信に関するご質問・ご意見は「長野県観光部山岳高原観光課」mt-tourism@pref.nagano.lg.jp
まで 

お寄せください。 

3 日、下高井郡野沢温泉村の毛無山山林内で男性 37 歳がスノーボードで滑走中に負傷する山岳遭難が

発生し、志賀高原地区遭対協隊員等が救助しました。 

9 日、下伊那郡阿智村の大川入山で男性 74 歳が、転倒して

負傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリで救助しました。 

13 日、北アルプス小蓮華山で、男性 62 歳が、バッ

クカントリースキー中、転倒して負傷する山岳遭難

が発生し、県警ヘリで救助しました。 

12 日から日帰りの予定で中央アルプス木曽駒ケ岳を目指して入山した男性 70 歳が行方不明となる山岳

遭難が発生し、県警ヘリ等で捜索を行っています。 

12 日、群馬県境の横手山でスノーボードで滑走中の男性 54 歳が道に迷う山岳遭難が発生し、県警ヘリで

救助しました。 
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